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 秋田市教育委員会令和７年４月定例会会議録

 

 　１　日　　時　　令和７年４月４日（金曜日）

 　　　　　　　　　午後３時３０分～午後４時３０分

 

 　２　場　　所　　５－Ａ会議室

 

 　３　出席委員　　教育長　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 

 　４　出席職員　　教育次長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育次長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　副理事兼総務課長　　　　　

 　　　　　　　　　副理事兼生涯学習室長　　　

 　　　　　　　　　総務課参事　　　　　　　　

 　　　　　　　　　学事課長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課長　　　　　　　

 　　　　　　　　　教職員室長　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所長　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校適正配置推進室長　　　

 　　　　　　　　　秋田商業高等学校長　　　　

 　　　　　　　　　秋田商業高等学校事務長　　

 　　　　　　　　　総務課長補佐　　　　　　　

 　　　　　　　　　総務課副参事　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校適正配置推進室副参事　

 　　　　　　　　　教職員室主席主査　　　　　

 　　　　　　　　　総務課主査　　　　　　　　

 　　　　　　　　　総務課主任　　　　　　　　

 　　　　　　　　　総務課主事　　　　　　　　
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 　５　議　　題

 　　　【付議案件】

 　　　　議案第７号　令和７年度秋田市の教育について

 　　　　議案第８号　職員の人事について承認を求める件

 　　　　議案第９号　秋田市立小、中学校管理規則の一部改正について承認を求める件

 　　　【教育長等の報告】

 　　　　(1) 学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について

 

 　６　議　　事　午後３時３０分開会

 　　　【職員紹介】

 　　　　　令和７年４月１日付けで人事異動のあった課長職以上の職員紹介が行われた。

 

 　　　【教育長職務代理者の指名】

 　　　　　教育長が教育長職務代理者を指名した。

 

 　　　【令和７年３月定例会および３月臨時会会議録の承認】

　　　　　令和７年３月定例会および３月臨時会会議録について、異議がないため承認さ

 　　　　れた。

 

 【会議録署名委員の指名】

 教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

 

 　　　【付議案件】

 　　　　議案第７号　令和７年度秋田市の教育について

　　　　教育長　　　　　　　議案第７号「令和７年度秋田市の教育について」、事務局

 　　　　　　　　　　　　　から説明願う。

 　　　　副理事兼総務課長　　（資料に基づき説明）

　　　　委員　　　　　　　　小・中学校給食用食器を強化磁器製食器からＰＥＮ樹脂製

 　　　　　　　　　　　　　食器に変更するメリットは何か。

　　　　学事課長　　　　　　強化磁器製食器は、将来的な供給、購入単価の上昇、劣化
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　　　　　　　　　　　　　および重さに問題点があった。これらの点を踏まえ、全国的

　　　　　　　　　　　　　にも普及が進み、県内でもほぼ導入されているＰＥＮ樹脂製

 　　　　　　　　　　　　　食器に１０年掛けて変更することとした。

　　　　委員　　　　　　　　コストが抑えられる上に、安全性も高く、さらに扱いやす

 　　　　　　　　　　　　　いという点は、大きなメリットだと思う。

　　　　委員　　　　　　　　今年度のＩＣＴ支援員は２０人だが、支援員の人数に上限

　　　　　　　　　　　　　はあるのか。また、支援員を配置してから数年経つが、現在

 　　　　　　　　　　　　　はどのような支援を行っているのか。

　　　　学事課長　　　　　　ＩＣＴ支援員は、今年度も２０人で対応する。令和８年度

　　　　　　　　　　　　　以降の契約更新の際、第２期ＧＩＧＡスクール構想等を踏ま

 　　　　　　　　　　　　　え、人数についても改めて検討していく。

　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＴ支援員を配置した当初の業務は、授業の支援であっ

 　　　　　　　　　　　　　たが、現在は機器のメンテナンスが中心である。

 　　　　委員　　　　　　　　ＩＣＴ支援員１人当たりの担当学校数は、どの程度か。

　　　　学事課長　　　　　　国では、４校に対して１人の配置が基準になっているが、

 　　　　　　　　　　　　　本市では、国の基準より多い２０人を起用している。

　　　　教育長　　　　　　　大規模校および中規模校の場合、１週当たり何日程度配置

 　　　　　　　　　　　　　しているのか。

　　　　学事課長　　　　　　１週間のうち、２日から３日程度配置しており、規模に応

　　　　　　　　　　　　　じて半日とするなど、各校の支援ができるように配置してい

 　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　委員　　　　　　　　これから第２期ＧＩＧＡスクールが始まる。国でもこれま

　　　　　　　　　　　　　での結果に基づいて今後の計画、設備、紙の教科書およびデ

　　　　　　　　　　　　　ジタル教科書について議論されているが、本市のこれまでの

 　　　　　　　　　　　　　取組に対してのエビデンスはどうか。

　　　　　　　　　　　　　　また、先進国のフィンランドでは、デジタルから紙の教科

　　　　　　　　　　　　　書に戻す議論もなされている。様々な考え方があるが、今後

 　　　　　　　　　　　　　に向けて、どのように考えているのか。

　　　　教育次長　　　　　　毎年、ＩＣＴの活用について学校から状況報告を受けてい

　　　　　　　　　　　　　る。日常的な教育活動においては、ほぼ毎日活用しており、
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　　　　　　　　　　　　　個別学習だけでなく、共同学習にも活用している例が増えて

 　　　　　　　　　　　　　きているため、さらに効果的な活用を進めていきたい。

　　　　委員　　　　　　　　昨年度からスクールロイヤーを配置しているが、相談件数

 　　　　　　　　　　　　　はどうか。また、相談内容には、どのような傾向があるのか。

　　　　学校教育課長　　　　昨年度のスクールロイヤーへの相談件数は２２件である。

　　　　　　　　　　　　　そのうち、学校からの相談が１２件、教育委員会を介しての

　　　　　　　　　　　　　相談が１０件である。内容に関しては、保護者からの問合せ

　　　　　　　　　　　　　やいじめに関するもので法律に関係している部分を相談して

 　　　　　　　　　　　　　いる。

 　　　　委員　　　　　　　　保護者対応やいじめ関係が多いのか。

 　　　　学校教育課長　　　　そのとおりである。

　　　　委員　　　　　　　　スクールロイヤーの助言によって、どの程度の割合が良い

 　　　　　　　　　　　　　方向に進んでいるのか。

　　　　教育次長　　　　　　スクールロイヤーからは、相談に対して今後の方向性を示

　　　　　　　　　　　　　していただいており、教育委員会や学校も安心して対応がで

 　　　　　　　　　　　　　きている。

　　　　委員　　　　　　　　対応の根拠がはっきりした上で対応できているということ

 　　　　　　　　　　　　　か。

 　　　　教育次長　　　　　　そのとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　これまでは、学校から教育委員会に相談があった際、法的

　　　　　　　　　　　　　な対応について悩んでいたが、的確なアドバイスをいただい

 　　　　　　　　　　　　　た上で進めることができている。

　　　　教育長　　　　　　　自信を持って対応できるという点は大きい。スクールロイ

 　　　　　　　　　　　　　ヤーを導入した成果はあったのではないかと考えている。

　　　　委員　　　　　　　　中学校部活動地域移行の推進について、どのような種目が

 　　　　　　　　　　　　　増えたのか。

　　　　学校教育課長　　　　種目については、剣道、水泳および新体操が増える予定で

　　　　　　　　　　　　　ある。現在、総括コーディネーターを配置しており、関係団

 　　　　　　　　　　　　　体と連絡を取りながら、移行可能な種目から進めている。

 　　　　教育長　　　　　　　その３種目については、調整が付いたということか。
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　　　　教育次長　　　　　　この３種目については、昨年度から、中体連の専門部と総

　　　　　　　　　　　　　括コーディネーターが話合いを進めており、今年度の移行に

 　　　　　　　　　　　　　ついて調整し進めているところである。

 　　　　委員　　　　　　　　日新小の改築について、現在の状況はどうか。

　　　　副理事兼総務課長　　年度末に新校舎への引っ越しは完了した。外構工事につい

　　　　　　　　　　　　　ても令和６年度中に終了する予定だったが、学校の使用に影

　　　　　　　　　　　　　響のない部分については、今年度に繰越しして行うこととな

 　　　　　　　　　　　　　った。来週の入学式は、支障なく執り行われる。

 　　　　教育長　　　　　　　児童たちは、来週の月曜日から新しい校舎に登校する。

 

 　　　　※　議案第７号については、全員賛成により、議決された。

 

 　　　　議案第８号　職員の人事について承認を求める件

　　　　教育長　　　　　　　議案第８号「職員の人事について承認を求める件」につい

 　　　　　　　　　　　　　て、事務局から説明願う。

 　　　　副理事兼総務課長　　（資料に基づき説明）

 

 　　　　※　議案第８号については、全員賛成により、議決された。

 

 　　　　議案第９号　秋田市立小、中学校管理規則の一部改正について承認を求める件

　　　　教育長　　　　　　　議案第９号「秋田市立小、中学校管理規則の一部改正につ

 　　　　　　　　　　　　　いて承認を求める件」について、事務局から説明願う。

 　　　　教職員室長　　　　　（資料に基づき説明）

　　　　委員　　　　　　　　このたびの改正は、休暇の名称だけでなく、内容にも変更

 　　　　　　　　　　　　　があるのか。

 　　　　教職員室長　　　　　内容に変更はない。

 　　　　委員　　　　　　　　県が名称を変えた理由は何か。

　　　　教職員室長　　　　　生理休暇という名称で休暇を取得するということに対する

 　　　　　　　　　　　　　社会的な配慮から名称を変更したのではないかと考えている。

　　　　委員　　　　　　　　働き方改革ともつながるが、取得しやすい環境を整えるこ
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 　　　　　　　　　　　　　とが大事ではないかと思う。

　　　　　　　　　　　　　　名称の変更により、女性が申請しやすくなるという意味合

 　　　　　　　　　　　　　いも含んでいると推察する。

 

 　　　　※　議案第９号については、全員賛成により、議決された。

 

 　　　【教育長等の報告】

 　　　　(1) 学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について

 　　　　教育長　　　　　　　報告(1)「学校適正配置に関する地域協議の開催状況等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて」、事務局から説明願う。

 　　　　 　　（資料に基づき説明）学校適正配置推進室長

　　　　委員　　　　　　　　太平小の閉校記念式典は、大変感動的で良い式典だった。

　　　　　　　　　　　　　オープニングの山谷番楽に関しては、卒業生も参加し、非常

 　　　　　　　　　　　　　に良かった。統合後、継承についてはどうなるのか。

　　　　 　　山谷番楽については、地域が中心となって継承会という地学校適正配置推進室長

　　　　　　　　　　　　　域の団体が継承を担う。窓口は学校であり、児童とのパイプ

 　　　　　　　　　　　　　役になり、地域と連携しながら練習を行っていく。

 　　　　委員　　　　　　　　クラブ活動で行う予定はないか。

　　　　 　　学校の教育活動ではなく、あくまでも地域での活動として学校適正配置推進室長

　　　　　　　　　　　　　継承していく。今後、学校がどの程度関わっていくかを調整

 　　　　　　　　　　　　　していく。

 　　　　教育長　　　　　　　山谷番楽に関する道具は、どこに保管するのか。

　　　　 　　現在は、太平小の旧校舎に保管しており、今後必要があれ学校適正配置推進室長

 　　　　　　　　　　　　　ば、広面小に移動させることも検討する。

　　　　教育長　　　　　　　今後の練習場所や地域の方々の考え方も含め、検討してい

 　　　　　　　　　　　　　くことになる。

　　　　委員　　　　　　　　掲示物も素晴らしく、子どもたち一人ひとりが主役として

 　　　　　　　　　　　　　輝いており、胸に迫るものがあった。

 　　　　　　　　　　　　　　式典の中で返還された校旗は、今後どこに保管されるのか。

 　　　　 　　校旗は、広面小で保管される。学校適正配置推進室長
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 　　　　委員　　　　　　　　校旗を展示する機会はあるのか。

　　　　 　　展示については、学校のスペースの問題もあるので、まだ学校適正配置推進室長

 　　　　　　　　　　　　　具体的には決まっていない。

　　　　教育長　　　　　　　これまでの統合により返還された校旗も保管されているの

 　　　　　　　　　　　　　か。

　　　　 　　統合先の学校で保管されている。城東中では学校祭に合わ学校適正配置推進室副参事

　　　　　　　　　　　　　せて下北手中と太平中の歴史を展示し、校旗などを見ていた

 　　　　　　　　　　　　　だく機会を設けている。

　　　　　　　　　　　　　　今後、先行事例を小学校に伝えながら、機会を作っていき

 　　　　　　　　　　　　　たいと考えている。

　　　　委員　　　　　　　　それぞれの小学校の学籍簿は校長室の金庫で保管している

 　　　　　　　　　　　　　が、統合後も校長室で保管していくのか。

 　　　　 　　業者に依頼し、金庫ごと統合先の校長室に移設している。学校適正配置推進室副参事

　　　　委員　　　　　　　　今後、学校の統合が進んでいくと、保管場所が大変になっ

 　　　　　　　　　　　　　ていくと感じた。

　　　　委員　　　　　　　　閉校すると校歌は歌われなくなってしまう。また、デジタ

　　　　　　　　　　　　　ルでの記録もいずれ劣化してしまい、人の記憶からも忘れ去

　　　　　　　　　　　　　られてしまうのではないかと思う。大仙市では、図書館など

　　　　　　　　　　　　　で楽譜、伴奏譜および実際に子どもたちが歌っている音源を

　　　　　　　　　　　　　保管しているという話を聞いたことがある。本市でも、保管

 　　　　　　　　　　　　　について検討いただきたい。

　　　　 　　今回は、ＤＶＤおよび記念誌を配布したが、今後について学校適正配置推進室副参事

 　　　　　　　　　　　　　も、しっかりと残していくような形を検討していく。

　　　　委員　　　　　　　　通常の楽譜のほかに、伴奏譜がないと伴奏できないとのこ

 　　　　　　　　　　　　　とであるため、伴奏譜も保管してほしい。

 　　　　教育長　　　　　　　今後の検討課題としてほしい。

 

 　　　　※　報告(1)については、以上のとおり終了した。

 

 　　　【その他、今後の日程についての報告】
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　　　　総務課長補佐　　　　今後の日程についてお知らせする。５月１日付けの秋田市

　　　　　　　　　　　　　教育委員会の人事異動等に係る４月臨時会については、現在、

　　　　　　　　　　　　　日程調整中のため、日程が決まり次第、改めてご連絡する。

　　　　　　　　　　　　　　また、５月定例会は、５月２２日木曜日午後３時３０分か

 　　　　　　　　　　　　　ら開催する予定である。

　　　　教育長　　　　　　　４月臨時会については、現在、日程調整中とのことである。

　　　　　　　　　　　　　　また、５月定例会は、５月２２日木曜日午後３時３０分か

　　　　　　　　　　　　　ら開催予定とのことである。委員の皆様、よろしくお願いす

 　　　　　　　　　　　　　る。

 

 午後４時３０分閉会

 

 

 


